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１．概要（Summary ） 
 イオンチャンネルバイオセンサー用のマイクロ流

路を開発しており、形成したレジストパタンや PDMS
パタンの幅と高さを計測する必要があり、VBL 設置

の段差系を使って測定した。 
 
２．実験（Experimental） 
 VBL に設置の段差計を使用。測定したレジストパ

タン付 Si 基板 10 枚、PDMS パタン 5 枚。 
 
 
 
 
 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 いずれも幅、高さの値は設計値に近く、予定通りの

微細構造が形成されていた。 
 
 
４．その他・特記事項（Others） 
 なし。 
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